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品川区議会だより

	 令和2年 第2回定例会

かもめ橋（京浜運河） 森本則子 様 撮影

　医療の最前線で新型コロナウイルス感染症に立ち向かう医師看護師等、医療従事者の皆さまに心より感謝申し
上げます。
　品川区においても多くの医療関係者等に対して感謝の気持ちを表すとともにエールを捧げるため、橋を青色で
彩る「ブルーライトアップ」を実施しています。
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品川区のこのようなことが
決まりました

品川区のこのようなことが
決まりました

議案審議
−  令和２年第２回定例会  −

会期14日間：令和2年6月25日～7月8日

　補正額は、歳入歳出とも、149億9,370万3千円を追加し、総額を2,485億475万1千円とするものです。
　主な事業をご紹介します。

新型コロナウイルス感染症拡大により生活に多大な影響を受けた
区民の負担の軽減と、区全体の活力向上のための補正予算を可決しました

第39号議案　令和２年度品川区一般会計補正予算

区民1人につき3万円を給付します！（しながわ活力応援給付金）
【補正額】135億 5,000 万円

給付額	 区民 1人につき 3万円
	 中学生以下の方には、1人につき 2万円を加算し、5万円
	 ※平成 17年 4月 2日以降に生まれた方が対象。

給付対象者	 令和 2年 4月 27日に品川区に住民登録のある方
	 �※ �4 月 28 日から 12月 31 日までに出生したお子さんにも 1人につき 5万円を給付

します。申請書は別途、郵送します。詳しくは、区ホームページをご覧ください。

申請者	 給付対象者の属する世帯の世帯主

給付方法	 世帯主の方の銀行口座への振り込み

申請方法	 郵送申請のみ
	 ※感染対策のため、申請窓口は設けません。

申請期限	 令和 2年 11月 10日（火）当日消印有効

※上記のうち、主な議案を以下のとおりご紹介します。

今回審議した議案等は
区長提出議案…17件　議員提出議案…1件　請願・陳情…24件　計42件

過去最大！
プレミアム率30％の区内共通商品券を発行しました

【補正額】1億 6,421 万 7,000 円
【事業費】2億 8,176 万 2,000 円

　新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた区内商店街における消費を喚起する
ため、プレミアム率 30％の区内共通商品券を発行しました。
　例年は春・秋の２回、プレミアム率 10％の区内共通商品券を各 3億円発行しておりま
すが、今回のプレミアム率は30％で、発行総額10億4千万円は過去最高となります。（令
和元年秋は消費税増税のためプレミアム率 10％で 5億円発行しました。）
※販売は事前申込制ですが、7月 25日で受付を終了しております。

児童・生徒１人につき１台タブレット端末を配付します
【補正額】14億 4,475 万 6,000 円

　文部科学省が教育の ICT化を推進するために打ち出した「ＧＩＧＡスクール構想」の
方針により、児童・生徒１人につき１台タブレット端末を配付します。
　昨年末打ち出されたＧＩＧＡスクール構想は、当初５年間の計画でしたが、新型コロ
ナウイルス感染症拡大により、今年度中に端末を配付することとしました。

品川区の約 2,000（大型
店は除く）のお店および
都内提携タクシー 6社で
ご利用になれます。

ＧＩＧＡスクール構想とは

児童・生徒向けの 1人 1台端末と、高速
大容量の通信ネットワークを一体的に整
備し、多様な子どもたちを誰一人取り残
すことなく、公正に個別最適化された創
造性を育む教育を、全国の学校現場で持
続的に実現させる構想です。
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第2回定例会の議決結果
議案
番号 件　　　名
39 令和２年度品川区一般会計補正予算

40 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

41 品川区特別区税条例の一部を改正する条例

43 品川区立児童センター条例の一部を改正する条例および品川区立保育所条例の一部を改正する条例の一部を改正
する条例

44 品川区放課後児童健全育成事業の設備および運営の基準に関する条例の一部を改正する条例

45 品川区立在宅サービスセンター条例の一部を改正する条例

46 東大井保育園・児童センター改築その他工事請負契約

47 八潮西保育園大規模改修工事請負契約

48 第二戸越幹線整備工事（下水道本管立坑整備）請負契約の変更について

50 浜川小学校校舎・幼稚園園舎改築その他工事請負契約

51 浜川小学校校舎・幼稚園園舎改築その他機械設備工事請負契約

52 浜川小学校校舎・幼稚園園舎改築その他電気設備工事請負契約

53 マイスクール八潮空調設備改修工事請負契約

54 教育委員会委員の任命同意について（海沼　マリ子　氏）

55 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（松尾　和英　氏）

議案
番号 件　　　名 結果 自  民

⑻
自・無
⑻

公 明
⑺

共 産
⑹

品 改
⑶

ネット
⑵

無所属議員
（50音順）

⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴

42 品川区手数料条例の一部を改正する
条例 可決

※
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 第一日野小学校擁壁改修その他工事
請負契約 可決

※
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員
提出
1

東急大井町線戸越公園駅付近におけ
る鉄道立体化の早期事業化に向けた
意見書（５ページに意見書を掲載）

可決
※
○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

○…賛成　×…反対　（数字）は所属議員数　無所属議員は左から氏名の50音順で表記しています。
※自民のうち１名は議長の職務を行ったため、議決には加わりませんでした。

●�会派名は次の略語で記載しています。 
自民……品川区議会自民党　自・無……自民・無所属・子ども未来　公明……品川区議会公明党　　

　共産……日本共産党品川区議団　品改……品川改革連合　ネット……品川・生活者ネットワーク

東急大井町線戸越公園駅付近における鉄道立体化の早期事業化に向けた意見書

　東急大井町線戸越公園駅付近には、現在、６ヶ所の踏切が存在しており、平成１９年度の急行運転の開始
以来、列車速度の上昇や遮断時間の増加等により踏切の危険性が増大している。さらに、商店街に位置す
る駅前の踏切は、多くの歩行者・自転車等が錯綜するなど、かねてより安全性に課題があった。
　直近の令和元年７月には、戸越公園駅から中延駅の間で、歩行者が踏切内に立ち入る人身事故が発生し
ており、過去には死亡事故も発生している。
　また、踏切により南北の地域が分断されており、商店街の往来や広域避難場所である戸越公園一帯への
避難行動に支障をきたしている。
　連続立体交差事業は、多数の踏切を同時に除去することによって、これらの課題を一挙に解消するととも
に、交通利便性や防災性の向上など、地域の活性化に資する非常に効果の高い事業である。
　そうした中、東京都においては、平成２８年３月に戸越公園駅付近を連続立体交差事業の事業候補区間に
位置づけ、鉄道立体化の可能性について調査検討を進めており、その実現に向けて地域住民の期待も高ま
っている。
　また、品川区においても、鉄道立体化の早期実現に向けて、駅周辺の基盤整備及びまちづくり関連の事
業を地域住民と一丸となって進めている。
　よって、品川区議会は、東京都に対して、東急大井町線戸越公園駅付近における鉄道立体化の早期事業
化に向けた取組みを着実に推進するよう、下記事項を強く要望するものである。

記

１　東急大井町線戸越公園駅付近の連続立体交差事業の早期事業化を図ること
２　鉄道立体化に合わせた駅周辺の基盤整備及びまちづくり関連の事業推進に必要な支援を講じること

　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。

　令和２年７月８日　　
品川区議会議長　渡辺　裕一

　東京都知事　小池　百合子　様　

【議員提出第１号議案】

品川区議会永年在職議員表彰

議員在職
25年表彰

本多　健信 議員

　令和２年４月３０日付で在職２５年を迎え、品川区議会永年在職議員表彰規定に
基づき、表彰されました。これは、永年にわたる議会活動を通じ、地方自治の確
立と区政の発展に努めた功績に対して、議会の議決により表彰されたものです。
　また、全国市議会議長会からも永年にわたる功績に対し、表彰されました。

平成７年４月初当選
議長、監査委員、総務委員長、議会運営委員長などを歴任

各議員の賛否はこち
らのQRコードから
ご覧になれます→

全会一致で可決した議案

意見の分かれた議案
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鈴
木　
　
博　
議
員（自

・
無
）

鈴
木　
真
澄　
議
員（自　

民
）

須
貝　
行
宏　
議
員（品　

改
）

令和２年第２回定例会では、区政全般について、11名の議員が一般質問を行いました。
以下、概要をお知らせします。

区政をきく（一般質問）

6
月
25
日（
木
）

須
貝　
　
行
宏　
議
員（
品　
改
）

鈴
木　
　
真
澄　
議
員（
自　
民
）

鈴
木　
　
　
博　
議
員（
自
・
無
）

あ
く
つ　
広
王　
議
員（
公　
明
）

あ
べ　
祐
美
子　
議
員（
無
所
属
）

6
月
26
日（
金
）

中
塚　
　
　
亮　
議
員（
共　
産
）

西
村　
　
直
子　
議
員（
自　
民
）

吉
田　
ゆ
み
こ　
議
員（
ネ
ッ
ト
）

大
倉
た
か
ひ
ろ　
議
員（
自
・
無
）

こ
ん
の　
孝
子　
議
員（
公　
明
）

松
本
と
き
ひ
ろ　
議
員（
無
所
属
）

一般質問

本会議における発言の際はマスクを着用することとしておりましたが、
第２回定例会本会議より、議長席および演壇においてはアクリル製飛
沫防止パネルを設置し、マスクを外しての発言を可能としました。

会派名は次の略語で記載しています。
自民……品川区議会自民党　　自・無……自民・無所属・子ども未来　　公明……品川区議会公明党
共産……日本共産党品川区議団　　品改……品川改革連合　　ネット……品川・生活者ネットワーク

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
て

問
自
民
党
・
自
無
・
公
明
が
要
望
し
た

「
し
な
が
わ
活
力
応
援
給
付
金
」
の
支

給
は
早
急
な
手
続
き
を
。
申
請
し
な
い

方
の
金
額
は
、
医
療
従
事
者
な
ど
感
染

リ
ス
ク
の
高
い
方
の
支
援
に
。

答
区
民
の
皆
様
に
活
用
い
た
だ
く
こ
と
が

大
切
。
申
請
頂
く
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

問
区
民
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る
、
保

健
所
機
能
の
充
実
を
図
る
べ
き
。

答
保
健
所
は
健
康
危
機
管
理
の
拠
点
で
あ

り
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
課
題
に
対

応
す
る
た
め
専
門
能
力
の
向
上
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
専
門
職
の
確
保
や
人
材

育
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
公
衆
衛
生

医
師
の
確
保
な
ど
を
都
に
要
望
す
る
。

問
感
染
予
防
、
社
会
経
済
の
回
復
に
向
け

た
施
策
を
実
施
し
て
い
く
た
め
の
必
要

な
財
源
措
置
を
国
・
都
に
求
め
る
べ
き
。

答
歳
入
減
が
見
込
ま
れ
る
が
、
効
果
的
・

効
率
的
な
財
政
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、

区
が
担
う
役
割
に
応
じ
た
財
政
措
置
に

つ
い
て
、
国
や
都
に
働
き
か
け
る
。

問
授
業
時
間
の
不
足
分
の
補
て
ん
が
児
童

生
徒
に
過
度
な
負
担
と
な
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
ま
た
心
の
ケ
ア
に
配
慮
を
。

答
リ
モ
ー
ト
学
習
を
通
し
て
授
業
時
間
の

不
足
を
補
い
、
学
力
の
保
障
に
努
め
る
。

心
の
ケ
ア
は
学
校
再
開
時
、
生
活
面
や

心
理
面
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
実
態

を
把
握
し
個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

問
全
児
童
に
向
け
た
端
末
配
備
を
評
価
す

る
が
、
ソ
フ
ト
や
指
導
方
法
の
開
発
の

課
題
も
あ
る
。
学
習
効
果
、
成
果
を
。

答
Ａ
Ｉ
機
能
を
活
用
し
た
学
習
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
機
器

の
操
作
方
法
や
効
果
的
な
指
導
方
法
を

引
き
続
き
研
究
開
発
し
て
い
く
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

問
地
域
支
援
事
業
の
充
実
に
向
け
た
取
り

組
み
の
進
展
状
況
は
。

答
医
療
職
と
介
護
職
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
を
実
施
。
医
療
介
護
連
携
シ
ス
テ
ム

を
今
後
も
活
用
を
促
進
す
る
。

問
第
八
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
施
設
整

備
計
画
は
。
ま
た
目
標
値
は
。

答
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
検
討
し
、
目

標
値
を
示
し
て
い
き
た
い
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
働
き
方
改
革
「
し
な
が
わ
～
く
」

品
川
区
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
に

対
す
る
区
の
２
月
か
ら
５
月
の
取
組
は
。

答
感
染
疑
い
の
方
の
受
診
調
整
や
患
者
の

疫
学
調
査
等
に
対
応
し
て
き
た
。

問
保
健
所
、
病
院
、
診
療
所
の
連
携
と
情

報
の
共
有
化
は
極
め
て
重
要
と
考
え
る

が
、
区
の
認
識
と
取
組
の
現
状
は
。

答
情
報
提
供
が
一
部
に
限
ら
れ
て
い
た
の

で
、
病
院
や
医
師
会
等
と
よ
り
効
果
的

な
情
報
共
有
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

問
区
が
設
置
し
医
師
会
が
運
営
す
る
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
の
実
績
と
今
後
は
。

答
６
月
18
日
ま
で
の
20
日
間
で
247
人
検
査

し
、
陽
性
者
３
名
。
今
後
、
検
査
可
能

な
医
療
機
関
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。

問
予
防
接
種
が
低
下
し
て
い
る
現
状
に
対

す
る
危
機
感
と
今
後
の
勧
奨
の
方
策
は
。

答
非
常
に
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
パ
パ

マ
マ
応
援
ア
プ
リ
、
予
防
接
種
ア
プ
リ

等
で
引
き
続
き
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

問
子
宮
頸
が
ん
の
死
亡
者
数
は
毎
年
３
千

人
に
上
る
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
助
成
を
強
く
要
望
す
る
。

答
定
期
接
種
で
き
な
か
っ
た
対
象
者
へ
の

助
成
は
、
今
後
の
検
討
課
題
だ
。

品
川
区
の
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

問
乳
幼
児
集
団
健
診
の
実
施
回
数
と
対
象

人
数
は
。
遅
れ
て
い
る
１
歳
半
健
診
、

未
施
行
の
３
歳
健
診
へ
の
対
応
は
。

答
１
回
の
人
数
を
減
ら
し
、
回
数
を
増
や

し
て
４
か
月
健
診
か
ら
再
開
し
て
い
る
。

回
数
増
等
で
全
て
の
対
象
児
の
法
定
期

間
内
の
受
診
を
実
現
し
て
い
く
。

品
川
区
の
教
育
に
つ
い
て

問
区
の
学
校
現
場
に
お
け
る
感
染
予
防
教

育
と
、
実
際
の
感
染
予
防
対
策
は
。

答
体
育
・
保
健
体
育
の
中
で
学
ん
で
い
る
。

検
温
、
う
が
い
、
手
洗
い
、
給
食
の
個

別
パ
ッ
キ
ン
グ
や
換
気
等
、
３
密
を
下

げ
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

問
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
の
発
言
は
明
ら
か
な

事
実
誤
認
等
が
多
い
。
放
送
内
容
の
検

証
を
授
業
と
し
て
行
え
ば
、
風
評
被
害

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う

な
授
業
こ
そ
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
情
報
モ
ラ
ル
教
育
と
し
て
、
発
信
者
の

意
図
を
読
み
取
り
、
自
分
の
意
見
を
発

信
で
き
る
力
を
育
成
し
て
い
く
。

終
息
に
４
年
以
上
か
か
る
コ
ロ
ナ
感
染

症
。
経
済
、
社
会
活
動
を
止
め
ず
に
コ

ロ
ナ
と
共
生
す
る
生
活
を

問
感
染
症
が
終
息
す
る
に
は
国
民
の
６
割

以
上
が
自
然
感
染
し
て
集
団
免
疫
を
得

る
か
、
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
・
接
種
し
免

疫
を
持
つ
こ
と
で
す
が
、
自
粛
し
て
も

ウ
イ
ル
ス
が
地
球
上
か
ら
消
滅
し
な
い

限
り
感
染
し
ま
す
。
開
発
に
は
１
年
～

２
年
か
か
り
、
さ
ら
に
有
効
性
、
安
全

性
を
考
え
る
と
奇
跡
が
起
き
な
い
限
り

終
息
に
は
４
年
以
上
か
か
り
ま
す
。
自

粛
に
よ
る
行
動
制
限
は
消
費
を
激
減
さ

せ
、
休
業
、
廃
業
、
倒
産
が
増
大
し
、

さ
ら
に
時
短
、
雇
い
止
め
、
解
雇
が
増

え
て
失
業
者
や
生
活
困
窮
者
が
激
増
し

ま
し
た
。
ま
た
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
が
精
神
的
・
肉
体
的
ス
ト
レ
ス
を
受

け
て
、
健
康
を
損
ね
る
方
や
コ
ロ
ナ
関

連
以
外
の
死
亡
者
も
増
え
ま
し
た
。
こ

れ
で
は
社
会
経
済
や
暮
ら
し
は
崩
壊
し

健
康
は
悪
化
す
る
の
で
、
医
療
崩
壊
を

防
ぎ
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る

道
を
選
ぶ
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
行
動
制
限
は
、
国
の
示
し
た
新
生
活
様

式
の
定
着
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
段
階

的
に
緩
和
さ
れ
て
き
た
。
今
後
は
、
社

会
経
済
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
３

密
の
回
避
や
、
人
と
人
と
の
距
離
の
確

保
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
、
感
染
対
策
の

継
続
徹
底
を
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自
分
の
免
疫
力
を
高
め
て
コ
ロ
ナ
感
染

症
か
ら
身
を
守
れ

問
感
染
し
て
も
有
効
な
治
療
薬
は
な
い
の

で
、
治
す
に
は
患
者
自
身
の
免
疫
力
の

高
さ
に
頼
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
免
疫

力
が
高
く
な
る
と
、
ウ
イ
ル
ス
の
動
き

を
弱
め
た
り
殺
し
た
り
し
ま
す
が
、
低

下
し
て
い
る
と
感
染
症
に
か
か
り
や
す

い
し
、
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
も
高
く
な

り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
コ
ロ
ナ
に
立

ち
向
か
う
た
め
に
免
疫
力
を
高
め
る
行

動
を
取
る
よ
う
に
、
区
民
に
対
し
て
普

及
・
啓
発
に
努
め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

答
疾
病
予
防
に
は
適
度
な
運
動
や
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
、
そ
し
て
規
則
正
し
い

生
活
に
よ
り
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
が

と
て
も
重
要
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
街
の
価
値
は
ハ

ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
に
転
換
す
る
と
い
う

流
れ
が
大
き
く
加
速
し
、
価
値
観
は
変

容
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
重
要
性
が
顕
在
化
し
た
。
区
の

見
解
や
現
在
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
業
務
効
率
化

の
有
効
な
手
段
の
１
つ
で
あ
り
、
活
動

で
き
る
業
務
等
を
精
査
し
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り

方
、
従
来
の
手
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
支

援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が

人
々
の
交
流
を
断
つ
今
こ
そ
、
住
民
と

の
協
働
を
進
め
る
仕
組
み
作
り
を
行
い

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
へ
と
進
化
を
。

答
子
育
て
支
援
に
関
わ
っ
て
い
る
方
々
の

ご
意
見
を
聞
く
等
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

働
き
方
の
変
化
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
験
や
課
題
を
踏
ま
え
、

女
性
の
働
き
方
も
大
き
く
変
わ
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。
学
校
で
は
情
勢
に
合

わ
せ
て
様
々
に
対
応
の
見
直
し
が
迫
ら

れ
る
と
思
う
が
、
現
状
や
課
題
は
。

答
学
校
の
休
業
や
保
育
園
の
休
園
に
よ
り
、

働
く
女
性
が
自
宅
で
子
育
て
と
仕
事
を

担
う
必
要
が
生
じ
た
こ
と
は
、
両
立
の

困
難
さ
を
実
感
し
危
機
感
を
持
っ
た
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
や
就
学
援
助
家
庭

へ
の
昼
食
費
相
当
分
の
支
給
等
、
保
護

者
の
就
労
を
支
援
し
て
き
た
。
児
童
に

配
布
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
連
絡
や
面
談
な
ど
、
家
庭
で
の
利

用
も
想
定
し
、
保
護
者
の
働
き
方
の
変

化
へ
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

不
足
す
る
介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

問
さ
ら
な
る
人
材
支
援
へ
の
工
夫
、
負
担

感
の
払
し
ょ
く
、
環
境
の
整
備
を
。

答
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
つ
い
て
今
年
度

は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
法
人
支
援
に

着
手
を
す
る
予
定
。
事
務
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
意

識
を
し
て
い
る
。
第
八
期
介
護
保
険
事

業
計
画
へ
の
反
映
を
検
討
し
て
い
く
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
在
宅
で
働
く
母
親
の
居
場
所
に
つ
い
て

西
村　
直
子　
議
員（自　

民
）

中
塚　
　
亮　
議
員（共　

産
）

あ
く
つ　
広
王　
議
員

（
公　
明
）

あ
べ　
祐
美
子　
議
員

（
無
所
属
）

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
２
波
に
備
え
、

区
民
の
命
、
暮
ら
し
、
営
業
ま
も
る
対

策
を問医

療
従
事
者
等
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
に
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の

実
施
と
、
そ
の
た
め
の
財
政
支
援
を
。

答
国
の
方
針
に
従
っ
て
検
査
を
実
施
し
て

お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
定
期
的
な
検
査

や
財
政
支
援
の
考
え
は
な
い
。

問
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
病
院

等
に
つ
い
て
、
区
と
し
て
収
入
減
を
把

握
し
国
に
対
し
損
失
補
償
を
求
め
て
は
。

答
医
療
機
関
へ
の
適
切
な
支
援
に
つ
い
て
、

国
や
都
へ
要
望
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
で
減
便
で
も
羽
田
新
ル
ー
ト
の

運
用
強
行
と
は
許
せ
ま
せ
ん
！

ひ
ど
い
騒
音
や
恐
怖
が
広
が
る
中
、
な

ぜ
区
長
は
中
止
を
国
に
求
め
な
い
の
か

問
羽
田
新
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
区
長
は
な

ぜ
中
止
を
求
め
な
い
の
か
。

答
令
和
２
年
５
月
20
日
、
大
臣
に
宛
て
、

新
ル
ー
ト
を
固
定
化
し
な
い
取
組
の
実

施
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。

問
コ
ロ
ナ
で
減
便
で
も
本
格
運
用
が
強
行

さ
れ
た
こ
と
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

答
国
は
、
固
定
化
回
避
に
向
け
た
検
討
会

を
立
ち
上
げ
る
と
し
て
い
る
。
早
急
に

具
体
的
な
方
策
が
示
さ
れ
る
よ
う
引
き

続
き
国
に
求
め
て
い
く
。

便
利
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
へ
、
住
民

の
声
を
取
り
入
れ
ル
ー
ト
案
は
改
善
を

問
交
通
不
便
と
さ
れ
た
地
域
が
全
く
改
善

さ
れ
な
い
と
の
地
元
住
民
の
声
を
受
け
、

便
利
な
大
井
ル
ー
ト
案
へ
と
改
善
を
。

答
開
催
予
定
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
、

地
域
の
声
の
反
映
に
努
め
て
い
く
。

「
下
着
は
白
」
「
ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
禁

止
」
「
肩
よ
り
長
い
髪
を
下
ろ
す
こ
と

禁
止
」
な
ど
、
区
立
中
学
校
の
ブ
ラ
ッ

ク
校
則
は
見
直
し
を

問
校
則
で
下
着
の
色
を
白
と
し
て
い
る
の

は
何
の
た
め
か
。
肩
よ
り
長
い
髪
を
下

ろ
し
た
ま
ま
に
す
る
こ
と
や
、
ツ
ー
ブ

ロ
ッ
ク
は
な
ぜ
禁
止
な
の
か
。
生
徒
の

意
見
を
取
り
入
れ
校
則
を
見
直
す
べ
き
。

答
校
則
は
各
学
校
が
様
々
な
意
見
を
集
約

し
、
自
律
的
に
定
め
て
い
る
。
社
会
の

状
況
や
変
化
を
踏
ま
え
、
校
則
の
内
容

等
に
つ
い
て
生
徒
を
含
め
話
し
合
う
機

会
を
設
け
て
い
く
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

区
内
の
医
療
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性

患
者
を
受
け
入
れ
た
区
内
医
療
機
関
へ

の
経
済
的
支
援
を
求
め
る
。

答
受
け
入
れ
た
区
内
３
か
所
の
医
療
機
関

に
つ
い
て
今
後
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

医
療
従
事
者
な
ど
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問
心
の
支
援
と
共
に
区
内
ホ
テ
ル
の
協
力

を
得
て
宿
泊
制
度
の
準
備
を
求
め
る
。

答
医
療
機
関
の
意
見
も
踏
ま
え
、
有
効
な

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

生
活
・
経
済
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問
「
し
な
が
わ
活
力
応
援
給
付
金
」
の
速

や
か
な
申
請
・
給
付
等
を
求
め
る
。

答
８
月
上
旬
に
申
請
、
同
月
中
旬
に
給
付

開
始
予
定
で
あ
り
、
手
続
き
の
簡
素
化

な
ど
申
請
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

問
国
の
「
家
賃
支
援
給
付
金
」
制
度
に
上

乗
せ
す
る
区
独
自
の
家
賃
助
成
制
度
の

創
設
を
求
め
る
。

答
国
や
都
等
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
調
査

研
究
し
て
い
く
。

問
30
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
区
内
共
通
商
品

券
の
周
知
・
広
報
を
求
め
る
。

答
給
付
金
の
活
用
と
併
せ
て
区
内
で
の
消

費
喚
起
を
積
極
的
に
広
報
し
て
い
く
。

問
し
あ
わ
せ
食
卓
事
業
の
拡
充
と
子
ど
も

食
堂
に
よ
る
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
等
の

取
組
へ
の
更
な
る
支
援
を
求
め
る
。

答
事
業
を
検
証
の
上
、
拡
充
を
検
討
し
、

子
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し

な
が
ら
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

状
況
の
変
化
を
鑑
み
た
羽
田
空
港
新
飛

行
ル
ー
ト
の
運
用
に
つ
い
て

問
国
土
交
通
大
臣
が
決
定
し
た
「
固
定
化

回
避
の
た
め
の
検
討
委
員
会
の
設
置
」

へ
の
評
価
を
問
う
。

答
区
が
求
め
て
き
た
取
組
へ
の
第
一
歩
と

捉
え
、
早
急
に
具
体
的
な
方
策
が
示
さ

れ
る
よ
う
引
き
続
き
国
に
求
め
て
い
く
。

新
た
な
生
活
様
式
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
環
境
の
早
急
な
整
備
に
つ
い
て

問
保
護
者
ら
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
取
組
方
針
を
明
示
し
、

並
行
し
て
「
今
あ
る
環
境
」
を
最
大
限

に
活
用
し
た
整
備
を
求
め
る
。

答
取
組
方
針
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
環

境
の
整
わ
な
い
家
庭
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

等
端
末
の
貸
与
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
備
え
と
今
後
の
区
政

問
し
な
が
わ
活
力
応
援
給
付
金
は
、
基
準

日
以
降
一
定
期
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

も
対
象
に
す
べ
き
。
ま
た
世
帯
単
位
で

な
く
個
人
単
位
で
の
給
付
の
検
討
を
。

答
令
和
２
年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
ど
も
を
特
例
と
し
て
給
付
対
象
と
す

る
。
手
続
き
の
簡
素
化
効
率
化
を
勘
案

し
、
世
帯
主
へ
の
給
付
と
す
る
。

問
行
政
で
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
活
用
を
。
保

健
所
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
・
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
。

答
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
区
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取

得
す
る
予
定
。
今
後
も
様
々
な
活
用
を

検
討
す
る
。
保
健
所
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は

適
切
な
シ
ス
テ
ム
構
築
と
効
果
的
な
活

用
を
検
討
す
る
。

複
合
災
害
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
を
。
ま
た
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
防
災
の
一
環
と
し
て
配
慮
の

必
要
な
高
齢
者
・
障
害
者
が
ホ
テ
ル
等

に
避
難
で
き
る
よ
う
検
討
を
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
に
係
る
避
難
所
運
営
標
準

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
中
。
ホ
テ
ル
な
ど

の
利
用
は
、
希
望
を
考
慮
し
て
個
別
計

画
に
反
映
す
る
。

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と
子
ど
も
へ
の
支
援
に

つ
い
て

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
導
入
は
年
明
け
以
降
の
見

込
み
だ
が
、
入
手
ま
で
に
休
校
に
な
っ

た
場
合
の
対
応
は
。
不
登
校
や
療
養
中

の
児
童
生
徒
の
学
習
に
も
活
用
を
。

答
端
末
入
手
前
に
休
校
の
場
合
は
家
庭
の

Ｐ
Ｃ
等
で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
を
活
用
。
病

気
療
養
等
に
つ
い
て
は
個
別
の
状
況
に

応
じ
た
支
援
の
可
能
性
を
研
究
す
る
。

問
医
療
・
福
祉
関
係
者
へ
の
協
力
金
に
続

き
、
保
育
士
へ
の
慰
労
も
検
討
を
。

答
保
育
従
事
者
へ
の
支
援
は
、
今
後
の
感

染
状
況
を
踏
ま
え
模
索
す
る
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
羽
田
空
港
新
ル
ー
ト
で
新
た
に
始
ま
る

有
識
者
会
議
に
区
民
の
声
を
反
映
さ
れ

る
よ
う
働
き
か
け
を
。
ま
た
個
人
住
宅

へ
の
防
音
工
事
も
国
に
求
め
る
べ
き
。

答
有
識
者
会
議
で
早
急
に
具
体
的
な
方
策

が
示
さ
れ
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
。

防
音
工
事
は
学
校
や
保
育
所
な
ど
へ
の

助
成
拡
充
が
図
ら
れ
て
い
る
。
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大
倉
た
か
ひ
ろ　
議
員

（
自
・
無
）

吉
田　
ゆ
み
こ　
議
員

（
ネ
ッ
ト
）

こ
ん
の　
孝
子　
議
員

（
公　
明
）

松
本
と
き
ひ
ろ　
議
員

（
無
所
属
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
仕
事
を
失
う
も
し
く
は
失
う
可
能
性

の
あ
る
被
雇
用
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問
就
業
相
談
セ
ン
タ
ー
や
若
者
等
就
業
支

援
事
業
で
の
相
談
数
、
雇
用
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
数
は
？

答
今
年
３
月
か
ら
５
月
で
就
業
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談
が
866
件
、
就
職
が
63
件
、
わ

か
も
の
・
女
性
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

の
相
談
は
56
件
、
就
職
は
４
件
。

問
仕
事
を
失
っ
た
人
へ
の
直
接
の
支
援
に

区
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
。

答
失
業
者
等
へ
の
直
接
支
援
に
つ
い
て
、

個
別
給
付
等
は
考
え
て
い
な
い
。

ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て

問
介
護
保
険
計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

と
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
は
？

答
家
族
介
護
は
全
体
の
６
割
、
そ
の
内
子

育
て
中
の
介
護
者
は
約
１
割
。
在
支
が

行
う
総
合
相
談
で
本
人
や
家
族
の
状
況

を
把
握
、
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
具
体
的
支
援
は
？

答
本
来
守
る
べ
き
子
ど
も
の
権
利
を
守
る

と
い
う
視
点
で
福
祉
部
門
と
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
等
子
ど
も
部
門
と

連
携
、
多
層
的
に
支
援
を
行
う
。

問
ケ
ア
者
支
援
条
例
へ
の
区
の
見
解
は
？

答
家
族
介
護
者
支
援
は
各
計
画
の
中
で
取

組
み
、
今
後
も
当
然
に
推
進
し
て
い
く
。

区
と
し
て
条
例
は
考
え
て
い
な
い
。

羽
田
新
ル
ー
ト
に
つ
い
て

問
国
交
省
が
「
首
都
圏
で
の
騒
音
の
共

有
」
と
い
う
こ
と
を
急
に
持
ち
出
し
た

こ
と
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
べ
き
。

答
改
め
て
国
に
対
し
て
説
明
を
求
め
る
。

問
区
と
し
て
当
面
の
就
航
需
要
の
減
少
を

踏
ま
え
都
心
低
空
飛
行
ル
ー
ト
の
運
用

は
中
止
す
べ
き
と
国
に
求
め
る
べ
き
。

答
５
月
20
日
区
長
が
大
臣
宛
に
一
層
の
騒

音
軽
減
策
の
推
進
や
新
ル
ー
ト
を
固
定

化
し
な
い
取
組
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

障
害
児
者
総
合
支
援
施
設
の
運
営
に
つ

い
て問本

施
設
は
当
初
に
立
ち
返
り
共
同
体
に

よ
る
指
定
管
理
者
制
度
の
運
営
か
、
現

状
に
合
わ
せ
区
直
営
で
建
物
管
理
、
事

業
は
個
別
に
業
務
委
託
契
約
と
す
べ
き
。

答
指
定
管
理
期
間
満
了
後
は
、
指
定
管
理

者
制
度
を
活
用
、
建
物
管
理
を
含
む
一

体
的
な
管
理
運
営
で
公
募
を
す
る
予
定
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て

問
し
な
が
わ
活
力
応
援
給
付
金
の
寄
附
へ

の
活
用
に
つ
い
て
現
在
の
検
討
状
況
は
。

答
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
等
の
活
用
を
検
討
を
し
て
い
る
。

問
避
難
所
で
の
二
次
感
染
回
避
の
た
め
、

感
染
者
や
症
状
の
あ
る
方
等
の
居
住
区

分
を
分
け
る
な
ど
、
区
の
対
応
方
針
は
。

答
区
分
し
て
避
難
ス
ペ
ー
ス
や
動
線
を
設

け
る
こ
と
を
、
防
災
区
民
組
織
本
部
長

で
あ
る
町
会
長
等
に
周
知
し
て
い
る
。

問
ペ
ッ
ト
飼
い
主
の
感
染
を
想
定
し
、
ペ

ッ
ト
の
預
け
先
確
保
の
事
前
準
備
に
つ

い
て
周
知
を
行
う
べ
き
。

答
環
境
省
や
都
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
預
か

り
の
相
談
先
を
紹
介
し
て
い
る
。

問
区
民
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
等
、
区
役
所
内

に
お
け
る
３
密
回
避
の
取
組
は
。

答
戸
籍
住
民
課
で
は
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
の

拡
張
や
、
待
ち
時
間
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
案
内
等

に
よ
り
混
雑
解
消
を
図
っ
て
い
る
。

教
育
に
つ
い
て

問
全
て
の
児
童
・
生
徒
、
教
員
に
対
し
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
備
さ
れ
る
が
、

機
種
の
選
定
、
配
布
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
多
様
な
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
応
す
る

汎
用
性
等
を
見
据
え
検
討
し
て
お
り
、

年
度
内
に
確
保
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

問
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
今
後
ど
の
よ
う
に

教
育
に
役
立
て
て
い
く
の
か
。

答
児
童
・
生
徒
の
学
習
履
歴
が
記
録
さ
れ
、

教
育
と
学
習
の
達
成
度
を
共
有
で
き
る

特
性
を
指
導
に
生
か
し
て
い
く
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
臨
時
休

校
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
埋
め
る
の
か
。

答
夏
季
休
業
日
の
短
縮
や
１
日
の
授
業
時

数
を
増
や
す
工
夫
等
で
確
保
し
て
い
く
。

環
境
対
策
に
つ
い
て

問
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
普
及
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
助
成
を
実
施
し
て
き
た
。
引
き
続
き

普
及
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

問
CO₂
排
出
ゼ
ロ
に
向
け
、
品
川
区
も
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
削
減
方
針
を
策
定
し
て
は
。

答
環
境
方
針
を
改
定
し
、
使
い
捨
て
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
使
用
削
減
等
、
環
境
保
全

等
に
努
め
る
こ
と
を
明
記
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
対
策
に
つ
い
て

問
第
２
波
へ
の
準
備
の
た
め
保
健
・
医
療

の
体
制
強
化
が
必
要
。
保
健
所
の
有
す

る
権
限
や
責
務
、
体
制
強
化
に
つ
い
て

の
考
え
方
や
取
組
に
つ
い
て
聞
く
。

答
保
健
所
は
、
感
染
症
予
防
法
に
基
づ
き

蔓
延
防
止
に
対
応
。
職
員
の
専
門
性
を

向
上
さ
せ
、
必
要
に
応
じ
応
援
職
員
を

配
置
す
る
等
、
確
実
に
対
応
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
防
災
・
減
災
対

策
に
つ
い
て

問
区
民
避
難
所
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
対
策
の
た
め
に
、
避
難
先
と
し
て
ホ

テ
ル
や
旅
館
等
一
件
で
も
多
く
の
避
難

先
を
確
保
す
べ
き
。

答
協
定
締
結
し
て
い
る
ホ
テ
ル
・
旅
館
組

合
に
は
31
施
設
が
加
盟
し
て
い
る
。
で

き
る
限
り
多
く
の
避
難
先
を
確
保
す
る

た
め
協
定
先
の
拡
充
と
連
携
に
努
め
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
熱
中
症
対
策
に

つ
い
て

問
児
童
生
徒
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う

ク
ー
ル
ネ
ッ
ク
タ
オ
ル
の
配
布
を
提
案
。

答
物
品
の
配
布
は
考
え
て
い
な
い
が
、
健

康
状
態
に
注
意
を
払
い
、
安
全
な
登
下

校
に
配
慮
す
る
。

問
今
夏
は
例
年
以
上
の
対
策
が
必
要
。
予

防
の
注
意
喚
起
を
行
う
と
と
も
に
、
区

民
が
具
体
的
に
取
り
組
め
る
熱
中
症
対

策
の
促
進
策
を
検
討
す
べ
き
。

答
区
民
の
皆
さ
ん
の
経
済
的
負
担
が
少
な

く
取
リ
組
み
や
す
い
予
防
促
進
策
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

問
障
が
い
者
の
授
産
施
設
に
お
い
て
、
マ

ス
ク
を
作
製
し
て
い
る
。
区
が
優
先
調

達
品
と
し
て
活
用
し
、
障
が
い
者
の
社

会
貢
献
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
。

答
優
先
調
達
品
と
し
て
活
用
も
検
討
し
、

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
等
、
販

売
促
進
を
支
援
す
る
。

問
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
カ
ー
ド
を
一
緒
に
所

持
で
き
る
よ
う
、
カ
ー
ド
を
収
納
で
き
、

バ
ッ
グ
に
装
着
で
き
る
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

を
施
し
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
式
の
カ
ー
ド
ケ

ー
ス
の
作
製
を
提
案
す
る
。

答
提
案
を
含
め
障
が
い
者
団
体
の
ご
意
見

を
伺
い
、
当
事
者
に
と
っ
て
利
便
性
の

高
い
カ
ー
ド
と
な
る
よ
う
作
製
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
第
２
波
を

想
定
し
た
区
の
会
議
運
営
、
在
宅
勤
務

の
在
り
方
に
つ
い
て

問
ク
ラ
ス
タ
ー
化
防
止
の
観
点
か
ら
、
緊

急
事
態
宣
言
下
に
お
い
て
は
、
区
の
重

要
会
議
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
原
則
に

し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
現
在
の
利
用
効
果
な
ど
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

脱
印
鑑
と
区
民
目
線
の
行
政
手
続
き
に

つ
い
て

問
申
請
書
等
の
押
印
見
直
し
指
針
を
定
め
、

脱
印
鑑
に
向
け
全
庁
的
な
取
組
が
必
要

と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

答
引
き
続
き
見
直
し
を
進
め
、
署
名
に
よ

る
代
替
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

区
民
と
よ
り
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
区
長
の
ツ
イ
ッ

タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
に
つ
い
て

問
区
長
も
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開

設
さ
れ
て
は
い
か
が
か
。

答
区
長
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
り
区
民
と
や

り
取
り
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問
各
区
立
学
校
に
対
し
、
授
業
中
の
水
分

補
給
含
め
校
内
で
の
児
童
生
徒
の
水
分

補
給
の
方
針
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
安
全
な
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
指
導

し
て
い
く
。

商
店
街
に
お
け
る
３
密
対
策
、
買
い
物

困
難
者
支
援
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
第
２
波
に
備
え
、
区
が
商

店
街
振
興
組
合
等
と
連
携
し
、
商
店
街

が
混
雑
す
る
時
間
帯
を
区
民
に
周
知
す

る
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
商
店
街
連
合
会
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

ど
う
い
っ
た
周
知
方
法
が
で
き
る
か
、

引
き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

区
施
設
の
混
雑
状
況
の
見
え
る
化
に
つ

い
て問避

難
施
設
の
混
雑
状
況
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
配
信
す
べ
き
で
は
。

答
研
究
し
て
い
く
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
入
所

者
の
デ
ジ
タ
ル
面
会
支
援
に
つ
い
て

問
施
設
入
所
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特別委員会の活動
4月～7月

4 月から 7月末までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

なお、5月 27日の第２回臨時会で
各委員会の委員が改選されました。

行財政改革特別委員会
4月21日	 �「庁舎のあり方に関すること」および「区有施

設・公有地活用に関すること」をテーマに調
査・研究。

�
5月20日	 �特定事件調査のまとめについて決定。
	 ①区組織と関連団体に関すること
	 ②区内鉄道駅などの公共交通に関すること

5月27日	 �正副委員長互選。

6月9日	 �調査事項概要を確認。

7月1日	 �｢財源確保に関すること」をテーマに、調査
･研究。

オリンピック・パラリンピック
推進特別委員会

4月22日	 �特定事件調査（オリンピック・パラリンピック
の推進に関することなど）のまとめについて
決定。

	 �報告１件（東京２０２０大会の延期）について
質疑。

�5月22日	 �報告１件（東京２０２０大会に向けた機運醸
成ＰＲ動画）について質疑。

��5月27日	 �正副委員長互選。
�6月10日	 �調査事項概要を確認。
�7月2日	 �｢機運醸成に関するこ

と」をテーマに、調
査 ･研究。

常任委員会の活動
4月～7月

4 月から 7月末までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

なお、5月 27日の第２回臨時会で
各委員会の委員が改選されました。

総務委員会
4月20日	 �報告４件（長期基本計画の策定など）について

質疑。
5月12日	 �議案審査（１件）。
5月19日	 �報告７件（新型コロナウイルス感染症の対応

など）について質疑。
5月27日	 �正副委員長互選。
6月8日	 �各所管の事務事業概要を確認。
	 �報告１件（新型コロナウイルス感染症の対応）

について質疑。
6月29日	 �議案審査（10件）、請願・陳情審査（２件）。
	 �報告１件（令和元年度品川区一般会計予算繰

越明許費繰越計算書）について質疑。
6月30日	 �議案審査（１件）、報告２件（総合庁舎免震

オイルダンパー交換など）について質疑。

区民委員会
4月20日	 �報告３件（新型コロナウイルス感染症の対応

など）について質疑。

5月12日	 �議案審査（２件）。

5月19日	 �報告２件（通知カード廃止に伴う事務の変更、
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う中小
企業支援策等の実施状
況）について質疑。

5月27日	 �正副委員長互選。

6月8日	 �各所管の事務事業概要
を確認。

6月29日	 �議案審査（２件）。

6月30日	 �報告１件（令和２年国勢調査）について質疑。

文教委員会
4月20日　報告３件（学級編制など）について質疑。

5月12日	 �議案審査（１件）。

5月19日	 �報告５件（新型コロナウイルス感染症に係る
区立学校の対応と今後の教育活動の予定、子
どもの食の支援事業など）について質疑。

5月27日	 �正副委員長互選。

6月8日	 �各所管の事務事業概要
	 を確認。

6月29日	 �議案審査（３件）。
	 報告１件（専決処分の報告）について質疑。

6月30日	 �報告５件（学校改築の進捗など）について質疑。

建設委員会
4月20日	 �報告９件（特定空家等の認定など）について質

疑。

5月19日	 �報告８件（新型コロナウイルス感染症の対応、
都営住宅入居者募集など）について質疑。

5月27日	 �正副委員長互選。

6月8日	 �各所管の事務事業概要を確認。
	 �報告１件（羽田空港の機能強化に関する要望）

について質疑。

6月29日	 �議案審査（１件）、請願・陳情審査（12件）。
	 �報告１件（羽田新経路の固定化回避に係る技

術的方策検討会の開催）について質疑。

6月30日	 �報告９件（区営住宅入居者募集、木造住宅の
耐震診断助成額の変更など）について質疑。

厚生委員会
4月20日	 報告３件（西大井福祉園など）について質疑。

5月12日	 �議案審査（４件）。

5月19日	 �報告４件（医療的ケア児地域生活支援促進事
業、新型コロナウイルス感染症の対応など）
について質疑。

5月27日	 �正副委員長互選。

6月8日	 �各所管の事務事業概要を
確認。

6月29日	 �議案審査（２件）、請願・陳情審査（７件）。

6月30日	 �報告７件（新型コロナウイルス感染症に係る
保健所・保健センターの対応など）について
質疑。

スマホで読める区議会だより
デジタルブック配信中

　無料アプリ「カタログポケット」をインス
トールすると、区議会だよりをスマートフォ
ンやタブレットで簡単に閲覧できます。

区議会ホームページでは、
本会議・委員会の資料や
会議録などを公開しています

❶

❸

　会議録検索から、
本会議・委員会の
会議録をご覧いた
だけます。

区議会の
会議録

❸

　インターネット中継から、本会議の代表・一
般質問等や予算・決算特別委員会総括質疑
の映像をご覧いただけます。

区議会の映像❶

❷

　区議会の活動から、
本会議や委員会の予
定・結果、資料等を
ご覧いただけます。

区議会の
活動

❷

区議会ホームページ トップ画面（パソコン）

本文をタップすると、文字が大き
くポップアップ表示されます。

読みやすい文字で

テキストの読み上げを設定し本文を
タップすると、音声で読み上げます。

音声で読み上げ

10 言語で読む・聞くことができます。
多言語に対応
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請願・陳情の結果   令和2年第2回定例会

付託委員会 請願・陳情件名 受理番号 結 果

総務委員会
政府に消費税減税を求める意見書提出に関する請願 令和2年 

請願第6号 不採択

庁舎建て替えを住民参加で進め情報公開することを求める陳情 令和2年 
陳情第20号 不採択

区民委員会 選択的夫婦別姓制度の国会審議を求める意見書を国に提出することを要望する
請願

令和元年 
請願第21号 継続審査

厚生委員会

特養ホームや障害者施設の増設を求める請願 令和2年 
請願第5号 不採択

南品川６－７－１８の土地のホテル計画に関する陳情 令和元年 
陳情第35号 継続審査

高齢者への補聴器購入費用の助成を求める陳情 令和元年 
陳情第43号 継続審査

コロナウィルスが猛威を奮っているといわれているさなか「住居　特に食事」
などに困難を来している多くの貧困下にある子どもたち、外国人労働者　野宿
者らが安心してこの「危機」をのりきれるような緊急の行政的措置を講ずるよ
う求めることについての陳情

令和2年 
陳情第23号 不採択

不要不急の「特定整備路線事業計画」を中止しその財源を新型コロナウイルス
対策に活用するよう東京都に要請を求める陳情

令和2年 
陳情第27号 不採択

地域や宿泊者にとって、安心・安全なホテル運営ができる制度への改善を求め
る陳情

令和2年 
陳情第29号 継続審査

「品川区障害福祉計画・障害児福祉計画策定委員会」等の委員委嘱・公募および
開催に関する陳情

令和2年 
陳情第30号 不採択

「医療的ケア児等支援体制協議会」の委員委嘱に関する陳情 令和2年 
陳情第31号 不採択

建設委員会

羽田増便による新都心飛行ルートの中止・撤回に関する請願 令和2年 
請願第3号 継続審査

品川区議会から東京都へ、東急大井町線戸越公園駅付近における鉄道立体化の
早期事業化に向けた意見書提出を求める請願

令和2年 
請願第4号 採択

「（仮称）豊町１丁目計画 新築工事」に関する請願 令和2年 
請願第8号 継続審査※

羽田増便による新飛行ルートの「教室型説明会」を引き続き開催することに関
する陳情

令和元年 
陳情第17号 継続審査

羽田増便による新飛行ルートの＜教室型説明会＞を引き続き開催することに関
する陳情

令和元年 
陳情第34号 継続審査

区議会決議を尊重して国交省に撤回を求めるよう区長に求める陳情 令和元年 
陳情第37号 継続審査

羽田新飛行ルート実施延期と説明会開催に関する陳情 令和2年 
陳情第19号 継続審査

付託委員会 請願・陳情件名 受理番号 結 果

建設委員会

羽田新飛行ルートの本格実施飛行の中止を、品川区から国交省に求めてくださ
いの陳情

令和2年 
陳情第21号 継続審査

令和２年３月２９日以降の「羽田新ルート」運用について「都心上空飛行ルート」
の「海ルート」への変更を求めることについての陳情

令和2年 
陳情第22号 継続審査

羽田増便による新飛行ルートの説明会に関する陳情 令和2年 
陳情第25号 継続審査

羽田空港国際線増便の目的消失による、新飛行経路の都心低空飛行停止を国に
望む陳情

令和2年 
陳情第28号 継続審査

コミュニティバス３ルートを繋ぎ、どこからでも区役所に行けるよう改善を求
める陳情

令和2年 
陳情第32号 不採択

豊町児童遊園に関する陳情 令和2年 
陳情第33号 不採択

　�採　　択：区議会として、ご希望に賛同します。　　　　　　　趣旨採択：区議会として、ご希望の趣旨に賛同します。
　不 採 択：区議会として、ご希望に賛同しかねます。　　　　　継続審査：区議会として、引き続き慎重に審査します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※は7月8日の本会議最終日に付託されました）

採択し、区長に報告を求めた請願・陳情について
本会議で採択し、区長に報告を求めた請願・陳情の処理経過および結果について、
議長あてに報告がありましたので、次のとおりお伝えします。

品川区私立幼稚園保護者負担教育費の軽減に関する請願
１．入園料補助金の更なる増額の要請
　入園料補助金は、保護者の負担軽減、公私格差の是正のため、設けられた制度であり、社会状況を鑑
みながら、補助金制度の維持に向けて努力してまいりました。
　ご要望いただきました補助金を含め、今後も様々な支援を検討してまいりますので、ご理解のほどよ
ろしくお願いいたします。

2．私立振興費助成金・保護者教職員連合会への助成を含めた増額の要請
　私立幼稚園の経営の安定化を図ることを目的とした私立幼稚園への直接助成金は、区の財政状況を勘
案しながら、実態に沿うよう制度の見直しに努めてまいりました。
　現在では、振興費補助金のほか、園児健康管理費増進費、心身障害児教育事業費、防災安全対策費、
インフルエンザ予防接種費、衛生管理費について、それぞれ補助を行っております。
　次に、保護者教職員連合会への助成ですが、区は私立幼稚園協会に対し、 550 万円の補助をしており、
そのうち、保護者教職員連合会が実施する研修や講演会等において、会場費や講演料などにあてられて
います。
　今後も、私立幼稚園の状況を見極めながら、必要な支援を継続してまいります。

請願・陳情とは
区議会では、区政についての皆さんのご要望やご意見を、請願や陳情としてお受けしています。
本会議で採択した請願や陳情は、区長や教育委員会などの執行機関に送り、その実現に努力するよう求めます。

品川区議会議長あてに提出された請願・陳情について、結果をお知らせします。
請願・陳情についての議事内容等は、各付託委員会の会議録から確認できます。

（会議録は品川区議会ホームページ等からご覧になれます）



No.282　発行　令和 2年（2020年）8月27日

PB16

本会議・委員会の日程（予定）

※�決算特別委員会の款別審査では、決算を分野ごとに審査します。最終日の総括質疑では、款別審査の内容等をふまえ、
総合的に質疑を行います。

◦�新型コロナウイルス感染症対策のため、議会を傍聴できる人数を制限しています。くわしくは区議会事務局までお問い
合わせください。

◦�本会議は区議会ホームページでインターネット生中継をしています。また、インターネット録画中継も、本会議終了後
おおむね１週間後、決算特別委員会の総括質疑は終了後おおむね２週間後にご覧いただけます。

会　議　名 開　催　日　時

本会議
9月17日（木）午後  1時
9月18日（金）午前10時

10月22日（木）午後  1時　

常
任
委
員
会

総　務

9月23日（水）午前10時
9月24日（木）午前10時

区　民

厚　生

建　設

文　教

議会運営委員会   9月16日（水）午前10時30分 
10月21日（水）午前10時30分

特
別
委
員
会

行財政改革 9月25日（金）午前10時

オリンピック・
パラリンピック推進 9月28日（月）午前10時

決算※
款別審査

10月2日（金）・5日（月）・6日（火）・9日（金）
12日（月）・13日（火）
各日とも午前10時

総括質疑 10月16日（金）午前10時　

ケーブルテレビ
放送予定

　本会議の一般質問、決算特別委
員会の総括質疑の様子は、ケーブ
ルテレビ品川の「品川区民チャンネ
ル」で放送予定です。
　放送予定日は以下のとおりです。

● 放送予定日
・本会議（一般質問）
　9月21日（月）～9月25日（金）

　（再放送）
　9月26日（土）・9月27日（日）

・決算特別委員会総括質疑
　10月23日（金）

　（再放送）
　10月25日（日）

区議会だよりは、
11名の区議会議員で構成する
「広報会議」が編集をしています

　品川区議会では、より多くの区民の皆様
に議会活動に親しみをもっていただけるよ
う、議会改革に取り組んでいます。
　今後も、「読みやすい、親しみやすい、わ
かりやすい」区議会だよりになるよう、検
討を進め、さらに工夫を重ねてまいります。
　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

品川区議会　広報会議

令和２年第３回定例会本会議の会期は９月17日から10月22日までの36日間の会期で開催される予定です。

区議会だよりに掲載する写真を募集しています

　広報会議では、「区議会だよりについて、より多くの方にご
興味を持っていただきたい」との思いから、表紙写真を募集
しております。ご応募いただいた中から選ばれた１枚を表紙
に掲載しています。ご応募いただいた皆様、素晴らしいお写
真をありがとうございました。
　引き続き、区議会だよりに掲載する写真の募集を行います
ので、ぜひご応募ください。
　【応募資格】区内在住・在勤・在学の方
　【募集作品】品川区内で撮影したデジタル写真

品川区の魅力を PR できるような写真をお待ちしております。
※�応募規定など、詳細は区議会ホームページでのご案内をご覧ください。

【問い合わせ先】
調査係	 電話：03-5742-6810
　　　　 Fax：03-5742-6895

写真の掲載については確認済ですが、無断転載・転用は固くお断りします。
ユニバーサルデザインに配慮した書体・配色を使用しています。


